
青森駅発 新青森駅・青森駅着

東北22-37

真冬の五能線と津軽鉄道を巡る

出発日 2023年１月１5日（日）出発（日帰り）
旅行代金 ９，８００円（大人・おひとり様）

◇小学生は８，８００円

〇青森から深浦まで「リゾートしらかみ」に乗車します

〇弘南バスの昭和５５年製の懐かしい「レトロバス」で五能線の秘境駅を訪問します

（二人分の座席をおひとり様で使用）

〇秘境駅には１０分程度立ち寄ります

追良瀬駅・驫木駅・風合瀬駅・木造駅を訪問予定

〇昼食は深浦名物「マグロステーキ丼」をご賞味ください

〇津軽飯詰駅

レイルウェイ・ライター種村直樹「汽車旅文庫」見学

〇帰路は新青森駅・青森駅で下車可能

行

程

集合 8:09  リゾートしらかみ２号 11:00   貸切バス
青森駅７：５０頃 青森―――――――――――――-------深浦＝＝＝＝＝＝＝追良瀬駅＝＝＝＝驫木駅＝＝＝風合瀬駅＝

10:55

昼食 13:20 14:00 ２５３３Ｄ 14:40 貸切バス

＝＝（千畳敷付近）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝鯵ヶ沢･――――――――木造駅＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝津軽飯詰駅

12:40頃 13:40 14:21駅舎見学 15:00

★レイルウェイ・ライター種村直樹 15:55 ９列車 16:35

汽車旅文庫見学（見学） 津軽飯詰++++++++++++++津軽中里＝＝＝＝＝新青森駅＝＝＝＝青森駅
１５：００～１５：５０ 16:25 18:00           18:15   

ご案内 ※必ずお読みください

●出発日：2023年1月15日（日）
●旅行期間：日帰り ●利用バス会社：弘南バス株式会社
●最少催行人員：1５名 ●募集定員 20名（募集定員に達したら募集を締め切らせて頂きます。）
●基本代金に含まれるもの：・青森－深浦、鯵ヶ沢－木造、津軽飯詰－津軽中里の運賃、指定席料金

・貸し切りバス費用
・昼食代

●添乗員：集合場所の青森駅から、解散場所の青森駅まで同行いたします。
●列車・バスの座席は当日決定いたします。窓側等のご希望は承れませんので、ご了承ください。

〇写真はイメージです



●旅行期間：2023年1月15日（日）

●添乗員 ：同行致します
●最少催行人員：15名 ●募集定員：20名
●ご利用代金は「サービス料・消費税」込みのお一人様当たりの料金です。

パンフレット記載内容のご案内・必ずお読みください

〈特別な配慮を必要とする方のお申込みについて〉
お客様の状況によっては、当初の手配内容に含まれない特別な配慮、措置が必要になる可能性がありま
す。特別な配慮・措置が必要性のある方は、ご相談させていただきますので係員に必ずお申し出ください。

●旅行企画・実施 〈受託販売〉●お問合わせ・お申込みは下記へ。

株式会社日本旅行東北青森支店

〒030-0801 青森県青森市新町2-1-11 ESTビル８階 ▼申込は下記サイトよりお願いします。（URLまたはQRコード）

観光庁長官登録旅行業第1890号 https://va.apollon.nta.co.jp/aomori-monitor/joho?MODE=top
営業日・営業時間 平日10：00～17：30（土日祝日は休業）
一般社団法人日本旅行業協会正会員
総合旅行業務取扱管理者：小松田敦

TEL 017-777-3451 FAX 017-776-2821

・ご出発前にご利用施設のホームページ等をご参照いただくとともに、ご不明な点は係員にご相談ください。
・感染防止対策等の一環で、施設により検温、体調に関するアンケート等を実施する場合があります。あらかじめご了承ください。
・ご出発に際して感染症が疑われる症状や発熱等がある場合はご旅行をご遠慮いただくことがございます。また、ご旅行中に同様な
事象がありました場合は最寄保健所等へのご相談をいただく場合もございます。その際はお申込み窓口にご相談ください。
・ソーシャルディスタンスをこころがけた行動をお願いいたします。ご旅行中は飛沫感染予防のため、マスクの着用をお願いいたします。
国土交通省により発表された新しい旅のエチケットについてもご一読いただきますようお願いいたします。

■当日、動画撮影などの取材が行われる場合もあります。

ご旅行に際
してのお願い

ご旅行帰着後2週間以内に新型コロナウィルス感染と診断された場合には、速やかに当社お申込み窓口までご連絡ください。ご連絡内容については当社の把握する接触者への注意喚起に
使用させていただきますが、お客様の個人情報については適切に取扱いたします。

旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取り扱う支店（営業所）での取引に関する責任者です。この旅行契約に関し、担当者からの説明にご不明な点があれば、ご遠慮なく上記の取扱い管理者にお尋ねください。

東北22-37

＜訪問地のご紹介＞
〇五能線秘境駅
周囲に集落などがなかったり、鉄道以外のアプローチがなかったり、また

停車する列車が少ない等、訪ねるのが難しい駅を秘境駅と呼ぶことがあります。
今回は五能線の秘境駅のうち、追良瀬駅・驫木駅・風合瀬駅に立ち寄ります。
また秘境駅ではありませんが、近くで出土した「遮光器土偶」を模した駅舎で
知られる木造駅にも下車、その大きさを間近で見ていただけます。

〇津軽飯詰駅
レイルウェイ・ライター種村直樹「汽車旅文庫」
２０１４年に亡くなられた種村さんの、生前所有していた書籍等のうち

３０００冊あまりを保存、閲覧可能にしています。
種村さんが愛用していた机も移設、椅子に座ると目の前にホーム、その

向こうに晴れていれば岩木山を望むことができます。
「飯詰を元気にする会」の皆様が管理し、月に一度、開館しています。
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